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（The Magician’s Nephew）に、終末は第 7 巻『最後の戦い』（The Last Battle）にある。その
第 1 巻、『ライオンと魔女と洋服ダンス』（The Lion, the Witch and the Wardrobe ―邦訳は、
瀨田貞二訳『ライオンと魔女』1 で、日本ではこの名で知られるので以降、本論でも瀨田訳の
題を用いる）は、次のような物語となっている。













































































　マルコによる福音書 10 章 45 節によると、イエスは、「人の子は仕えられるためではなく仕
えるために、また、多くの人の身代金として自分の命を献げるために来たのである」と言っ
ている。この「身代金」lu,tron（lytron）という語は様々な解釈が可能である。TDNT によ
れば、これは語源的には lu,w“to lose”（解く）から来ており、主としてヘブライ語の 3 つの
語、すなわち rp,Ko（kōp_er）、raeGo（go’ēr）、!yod>Pi（pid_yôn）7 の相当語として用いられる。
　第一の rp,Ko は、もともと「覆う、覆い隠す」（to cover）の意味であり、その意味は犠牲
の祭儀などに残っている。この意味では、rp,Ko は常に、過失と等価であることを含意し、身
代わりの思想と結びついた。そこから、罪の贖いとして犠牲にされる、罪の重みと等しい価
値を持つ身代わりの生け贄を rp,Ko=lu,tron というようになったのであるが、この lu,tron で
贖われるものは常に、人間の命（yuch,）である。


















と見る解釈が、4 世紀アレクサンドリアのアタナシオスや、代表的には 11 世紀カンタベリー





















































































































ン･ラートは、la;G" のこの意味が ｢ 所有権請け出し、したがって古い所有関係の回復 ｣ である


























　E. K. ギブソンは、石舞台に書かれた古い魔法の文字は、ルイスが『人間廃絶』（The 
Abolition of Man）でその存在を指摘している普遍的な道徳律（Tao）や、『キリスト教の精





























































































































　これは、「身代金」lu,tron の意味の中では、囚人や捕虜を贖う !yod>Pi に近いであろう。特
にこれが、罪を犯した本人でもその肉親でもない者による贖いであり、殺される者が誰であ
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